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所得税法第５６条の廃止を求める請願

　　　　　上十三民主商工会 婦人部　部長　貝塚幸子

　　　　　舛甚英文・畑山親弘・杉山道夫

所得税法第５６条（事業から対価を受ける親族がある場合の必要経費
の特例）を早期に廃止するよう国及び関係機関に意見書を提出してい
ただきたい。
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意見書請願
採択されました

新たに提出されました

　意見書の提出を願意としている請願が採択されたこと
及び議員提出議案が原案可決されたことに伴い、以下の
意見書を国及び関係省庁に提出しました。

◇ 消費税増税反対を求める意見書
◇ 高齢者が安心して受けられる介護保障制度の実現を
　 求める意見書
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議会を傍聴しませんか
　どなたでも気軽に傍聴することができます。

　傍聴される方は、傍聴者入口にて受付し、傍聴券の交付を受

けてください。受付では、住所、氏名、年齢の記載が必要です。

　なお、傍聴者の定員は 45 名で先着順となりますので、あらか

じめご了承願います。

　これまでは本館 1 階総合案内でも受付していましたが、これ

からは傍聴者入口のみでの受付となります。

ご意見をお寄せください
　議会だより編集委員会では、議会の活動状況をわかりやすく
お伝えするよう努めています。
　今後の編集に役立てていきたいと思いますので、ご意見、ご
感想などをお寄せください。

議会だよりの発行時期変更のお知らせ

　従来は、第４回定例会後の議会だよりは３月に発行してき
ましたが、今回は試行的に１カ月早めて２月に発行すること
にしました。
　次回以降についても、従来より１カ月早い発行を目指して
いきたいと考えています。

請 願 者

紹介議員

認可保育所施設整備についての請願

　　　　　十和田地区保育研究会　会長　太田功一

　　　　　堰野端展雄・江渡信貴

大規模災害に備える防災の観点からも、子供の安全を守るため、認可
保育所施設整備を毎年実施していただきたい。

請 願 者

紹介議員

認可保育所保育料についての請願

　　　　　十和田地区保育研究会　会長　太田功一

　　　　　堰野端展雄・江渡信貴

若い子育て世帯の負担軽減のため、認可保育所の保育料を軽減してい
ただきたい。

請 願 者

紹介議員

消費税増税反対を求める請願

　　　　　消費税廃止上十三各界連絡会　代表　山崎栄作

　　　　　舛甚英文・畑山親弘・杉山道夫

消費税増税反対を求める意見書を国及び関係機関に提出していただき
たい。

請 願 者

紹介議員

子ども・子育て新システムについての請願

　　　　　十和田地区保育研究会　会長　太田功一

　　　　　堰野端展雄・江渡信貴

①子ども・子育て新システムについては、財源的な見通しが立たない
中での移行は困難であり、今年度中の法案提出との方針を撤回する
こと。

②保育制度の見直しに当たっては、保護者、保育現場等の意見を十分
尊重し、慎重に検討すること。

③来年度予算については、「安心子ども基金」の復活等、保育の充実に
向けた地方の創意工夫が生かされる予算編成を検討すること。
以上３点について、国及び関係機関に対し意見書を提出していただ
きたい。

請 願 者

紹介議員

免税軽油制度の継続に関する請願

　　　　　東北索道協会青森地区部会　会長　柳谷章二

　　　　　堰野端展雄

軽油取引税の課税免除措置は、県下索道事業者が使うスキーコース整
備のためのゲレンデ整備車や人工降雪機に使う軽油も免税対象となっ
ている。スキー場の経営維持のため、当該措置の継続を求める意見書
を国及び関係機関に提出していただい。
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十和田市議会事務局
TEL:（0176）51 － 6781
FAX:（0176）25 － 0726
Email: gikai@city.towada.lg.jp

問い合せ先


